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住民説明会を開催する意義・必要性について 
 

 
新たな地域公共交通の取り組みをスタートする段階で、地域住民を対象とした説明会

を開催することの意義・必要性として、以下の点があげられます。 
 

『住民説明会』は、行政と地域住民が顔と顔をあわせ、双方向のコミュニケーション

を通じて相互理解を深めることができる場です。 
 
そこで、 
○地域住民にとっては行政に対し意見や心配を直接伝えることができます。 
○行政にとっては、地域住民に対して直接説明する機会を得ることができ、当該市町村

の公共交通にかかる実態や問題を直接説明し、噂や間違った情報を正したりすること

もでき、効果的・効率的に取り組みを進めることができます。 
○バスやタクシーなどの公共交通は、日常生活の中で特に身近なサービスと言えますが、

それらを運行するための制度や規制などは複雑な上、分かりにくい言葉も沢山ありま

す。そうした点を少しでも理解してもらうことが、新たな取り組みを進める上での第

一歩となります。 
○その意味で、地域住民の地域公共交通に対する理解を深める良い機会といえます。 
 
また行政担当者にとっては、 
○地域住民の生活行動を直接聞くことができ、アンケートでは把握しきれなかったより

細かな情報や課題を収集することができます。 
○また、今後取り組みを進めていく上で重要となる住民の熱意や考え方を肌で感じ取る

格好の場となります。地域全体や地区・集落など、開催するコミュニティの単位（対

象範囲）にもよりますが、地区や集落間での温度差や理解度の違い、あるいは集落内

での意見の相違や利害関係などを直接把握することができ、それらは今後、取り組み

を実施する際の「優先度を判断」する上で貴重な情報となります。 
 
そして何よりも、 
○地域に足を運んで「住民説明会」を開催すること自体が、これから本市町村が公共交

通再編の取り組みをスタートすることを『宣言』する機会となります。 
 
 
 こうした様々なメリットのある『住民説明会』を開催することで、地域公共交通の取

り組みを進めるための環境づくりをスタートさせましょう。 
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説明会の実施期間は、交通事業者の準備期間に配慮し決定すること 
 
●公共交通の運行方法の見直しを行う場合、交通事業者による労使交渉や人員配置作業等に 3ヶ

月以上必要です。（ただし、交通事業者に確認しましょう） 

●したがって、住民説明会の実施期間は、その準備期間を考慮して決定することが必要です。 

●なお、説明会は、計画策定に向けた意見聴取や見直し計画の説明など、同じ地区でも複数回開

催する場合もありますので、前年度に計画検討を実施し、2 ヶ年目に見直し計画の周知を行う

など、複数年にわたって計画することも必要です。 

 

 

説明会開催日時は、利用者に応じて設定 
 
●説明会の開催日時は、対象者によって設定

することが必要です。 

●日中は就労せず、通院などでバス等を利用

する高齢者が主体であれば、平日の昼間で

も可能ですが、通勤・通学利用者も主な対

象となる場合は、夕方以降の時間帯や休日

の開催が適切です。 

 

 

会場は最寄りの使い慣れた施設を選定 
 
●会場は、地域住民の生活の場を選定するのが理想です。 

●大きな施設に多数集めて実施すると、自宅から遠い人（特に高齢者など）にとっては、有効な

交通手段がないため、説明会に参加できない場合があります。 

●したがって、集落センターなど、地域住民の方が徒歩・自転車等でも来ることのできる範囲に

おいて、施設を選定することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．和室の会場［新潟県村上市］        図．最寄りの施設会場［富山県魚津市］

説明会の計画立案 

1 住民説明会計画上のツボ 

POINT 

1 

POINT 

2 

POINT 

3 

表．属性に応じた開催日時設定の考え方 

昼間 夜間 昼間 夜間 
お年寄り ○ ○ ○ ○

学 生 × △ △ ○

勤め人 × △ △ ○

主 婦 ○ △ ○ △

○：比較的可能、△：やや難しい、×：問題あり

平日 土日・祭日 
属性 
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地域のリーダーに事前に伺いをたてる 
 
●説明会を開催するにあたっては、各自治会長の方（もしくは役員の方）に、事前に説明会開催

について伺いをたてることが望ましいでしょう。 

●支所の担当を通じて、依頼する方法もありますが、公共交通担当者が直接訪問し説明する方法

が望ましいでしょう。 

●その際、地域住民の方にも事前に周知していただき、可能ならば説明会までに内容について検

討していただくようお願いすることもよいでしょう。 

●なお、福祉や教育関係の課など、内容によって役所内の関係課にも事前に連絡が必要な場合は、

開催についての事前連絡を入れましょう。 

 

 
 
 
 
 
開催案内は、自治会などのコミュニティ組織などの活用が有効 
 
●自治会などの地域の代表者を介して、各世帯に直接(顔を合わせて)案内文を配布することが周

知徹底において最も有効です。 

●ただし、これには自治会などの多大な労力が必要であり、市街地部では自治会との関わりの少

ない方が多い場合もあることから、回覧板やケーブルテレビ、防災放送、広報誌といった負担

の少ない方法の活用も考えられます。 

●いずれにせよ、「チラシを配布するだけ、ホームページに情報をアップするだけ」では情報が

行き届かない場合もありますので、できるだけ対面・手渡し配布に近い形が望ましいでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図．開催案内チラシ（左）、広報誌による案内告知（右）［新潟県五泉市］ 
 

POINT 

4 

開催案内 

POINT 

5 
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説明のシナリオをしっかり検討 
 
●「今ある問題解決に向けた取組」なのか、「将来的に問題となることに対する取組」なのかを、

住民の方に明確に伝えるためのシナリオづくりが重要です。 

●今の立ち位置と目標とする時期を明確にしたうえで、説明のストーリーをしっかり固めてから

作成することが望まれます。 

 

 
専門用語や難しい言葉は避けること 
 
●一般の方にとっては、専門用語や難しい言葉(聞きなれない言葉)を目にする機会はそうありま

せん。したがって、それらの使用は出来るだけ避けましょう。 

●ただし、代替できる言葉がない場合は、必ず語句の説明を入れましょう。 

【表．難しい言葉(聞きなれない言葉)の言い換え（例）】 

名 称 言い換え（例） 

コミュニティバス 地域バス・住民バス 

DRT、デマンド交通 予約型乗り合い交通 

モビリティ・マネジメント 住民が公共交通などに自発的に転換していくよう促す取組

み。 

パークアンドライド 利便の良い駅やバス停まではマイカーで移動・駐車し、そこ

から鉄道やバスに乗り換え目的地へ移動する取組み。 

ノーマイカーデー 大気汚染の抑制や渋滞の緩和を目的に、一定の日時または期

間を対象に、自家用車の利用自粛と公共交通機関の利用を呼

びかける取組み。 
 
 
文章でなく箇条書きで簡潔にすること 
 
●説明資料は、伝えたい事項を端的に表現することが求められます。 

●文章にすると文字数も多くなり、大事な言葉が埋もれてしまいます。箇条書きを多用し、出来

る限り簡潔な表現を心がけましょう。 

 

 
文字の大きさとフォントでメリハリをつけること 
 
●大きな文字は読みやすいですが、メリハリをつけたほうがなお分かりやすくなります。文字の

大きさは、１２ポイント以上で、作成するのがよいでしょう。 

●高齢者にとっては、明朝系は読みにくい傾向にありますので、ゴシック系を利用するのがよい

でしょう。ただし、さまざまなフォントを使いすぎるとかえって見にくくなります。せいぜい

3 種類程度にしましょう。 

説明資料作成の基本 

2 説明資料作成時のツボ 

POINT 

6 

POINT 

7 

POINT 

8 

POINT 

9 
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【明朝体の場合】 

読みやすい文章はどれですか？      （10 ポイント） 

読みやすい文章はどれですか？   （12 ポイント） 

読みやすい文章はどれですか？ （14 ポイント） 

【ゴシック体の場合】 

読みやすい文章はどれですか？      （10 ポイント） 

読みやすい文章はどれですか？   （12 ポイント） 

読みやすい文章はどれですか？ （14 ポイント） 

図．文字のフォントとサイズの比較 

 

 

 
図(表、写真、絵、グラフ)を入れ、視覚的に分かりやすくすること 
 
●文章だけの説明では、内容が

うまく伝わりにくい場合があ

ります。説明を補助するもの

として、図を掲載し、視覚的

に分かりやすくするようにし

ましょう。分かりやすい資料

にするためには、図と文章の

バランスや１ページ内でのレ

イアウトが大事です。 

 

 

 

 

図．視覚的に分かりやすい資料のイメージ［新潟県村上市］ 

 
色は使いすぎないこと 
 
●多色が過ぎると、どこがポイントなのか、かえって分かりにくくなる場合もありますので、使

用する図も含め、配色・色数のバランスに気を配りましょう。 

●色数は多くても 4～5色が適当と思われます。 

 

 
具体的な事例やイメージを明示して分かりやすくすること 
 
●地域住民の方に見直し内容を理解していただくためには、見直しによってどのように変わるの

か、具体的に示し分かりやすくすることが必要です。 

●例えば、停留所の配置場所は、現地の写真を提示し場所を特定できるようにすると、理解され

やすいでしょう。 

POINT 

10 

POINT 

11 

POINT 

12 
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図：将来の公共交通ネットワークイメージを地形図上で表現した例［新潟県五泉市］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図：現在と見直し後の公共交通ネットワークの模式図を比較した例［富山県魚津市］ 
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村上市公共交通活性化総合プログラム策定 

＜連携計画策定に向けた提案＞ 

基本目標・施策体系・推進手法・成果目標 

村上市地域公共交通総合連携計画の策定 

  

 
 
 
 
 
 

(2)住民懇談会 
①ニーズ・意見集約 

②エリアごとに合意形成 

 
平

成

21

年

度 

 

平

成

23

年

度 

以

降 
 

 
 
 
 
 
 
 
平

成

22

年

度 

 

調査計画 合意形成等 

村上市公共交通活性化 

検討委員会（4回） 

住民懇談会 

（山北地区：5地区 7会場） 

(1)持続可能な公共交通体系の具体的

イメージの検討（エリア別再編検討調

査） 

・15 エリア（テーマ） 

・運行ルート、ダイヤ、システム、運

行計画、採算性 等 

・公共交通の利用実態調査、利用者へ

の聞き取り調査 

・エリア毎の目標等 

(4)社会実験実施計画の立案 

・路線バス再編、実証実験、本格運

行時における諸課題、需要分析、採

算性の検討・整理 

・実証実験計画 

・運行計画、広報計画の検討 等 

第１回法定協議会 

【重要施策の抽出】 

第３回法定協議会 

【計画素案】 

【実証実験企画案の検討】 

第４回法定協議会 

【計画の最終確認、まとめ】 

実証実験（3 ヵ年） 

・路線バス再編 

・新たな公共交通体系の実証実験 

（需要分析・採算性・効果検証・課題分析） 

・その他公共交通利用促進に向けた施策の展開 

法定協議会 

住民・利用者 

関係機関 

【ＰＤＣＡサイクルを導入し、

継続的に改善】 

 

先

進

地

視

察

調

査 

村上市地域公共交通総合連携計画書 

とりまとめ 

(3) 
第２回法定協議会 

【重要施策の具体案の検討】 
分科会 

分科会 

 
配布資料のボリューム(頁数)はできるだけおさえること 
 
●説明会で一度に説明できることは、時間的にも限られています。したがって、できるだけ要点

をまとめ、数枚程度に抑えることが望ましいでしょう。 

●欲張りすぎて沢山の情報を与えると、消化不良に陥り逆効果となる場合もあります。 

 

 
検討スケジュールを明確にすること 
 
●説明会のスケジュールが一通り終了した後に意

見を出そうとする方もいると思われます。説明会

が複数回にわたる際は、そのような状況を想定し

説明会の回数や実施時期を予め提示し、検討期間

（〆切）を明確にしておくことも必要です。 

 

 

 

 

 

 

図：全体スケジュールにおける合意形

成（説明会など）の実施時期につい

ての説明イメージ 

 

 

 
 
 
 
まずは一人ひとりに考えてもらうことから 
 
●いきなり計画案の説明を行うと、地域の方はその必要性を理解することができず、議論が進ま

ない可能性があります。したがって、まずは、住民一人ひとりに現状の問題や課題を知ってい

ただくための“投げかけ”を行いましょう。 

●特に大多数の「公共交通を利用していない方」に対しては、現状において自分が公共交通を利

用していない理由を考えてもらい、そして『将来においても自分にとって公共交通は必要なの

か？』という点について真剣に考えてもらうことからスタートする必要があります。 

●そのためには、現在の公共交通の実態はもちろんのこと、将来のまちや社会の姿、そして何よ

りも自分自身の“○年後の”姿を具体的にイメージしてもらうための材料を用意する必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

図：現状の問題を考える際の切り口 

POINT 

13 

POINT 

14 

POINT 

15 

「現状」をまとめる際のツボ 

 

こ の地域に 
公共交通は必要な
のでし ょ う か？ 

あなたはバスや鉄道を
利用し ていますか？ 

なぜ利用し ていないの
ですか？ 

○年後も 、利用し ないと
思いますか？ 

 自分にあてはめて考えても ら う ための材料を提供 
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数値や指標など、客観的なデータで説明 
 
●定性的に文言のみで表現するのではなく、客観的な数値で示した方が、より説得力があり理解

しやすくなります。但し、難解な指標はかえって逆効果ですので、十分な補足説明が必要です。 

 

【表：現状を説明する様々な指標】 

カテゴリ 市町村の統計資料より アンケート・ヒアリングより 

地域の実態 
・世帯数   ・高齢化率 
・高齢者世帯数 など 

・自動車、バイクの保有状況 
・自動車免許の有無 
・外出目的、内容 

地 
域
資
源 

商工業 就業者数、事業所数、出荷額 など  

観光 観光入込数、来訪手段 など ・観光来訪者の公共交通への意識 

医療 主な病院の通院者数、通院手段 など ・通院者の公共交通への意識 

教育 学校別児童数・生徒数、通学手段 など ・通学生の公共交通への意識 

公共交通 
・利用実態（利用者数） 
・便数、ダイヤ 
・運賃設定 

・利用実態（利用目的） 
・送迎割合 
・車両台数 

その他 ・行政の財政負担  など  

 

 
他の地域・自治体との比較 
 
●対象とする地区のデータだけでは、問題の程度

がうまく伝えられません。他の地域との相対的

な比較を行い、自分の地区の『立ち位置』を示

すことが重要です。 

●比較に際しては、市内の他地区や市全体との比

較のほか、公表されているデータなどを活用し

た他の自治体との比較も考えられます。 

 

図：他地域または他市町村との比較［新潟県村上市］ 
 

 
地域の問題だけでなく、社会情勢も合わせて説明 
 
●地域公共交通に関する問題

は、自分たちの住む地区や地

域だけでなく、社会全体の問

題であることを説明するこ

とで、まちづくりや高齢者対

策として公共交通の見直し

が必要であることを住民に

伝えましょう。 

 

 

 

図：免許返納高齢者支援に関する

取り組みの記事 
[新潟日報 2006 年 07 月 22 日] 

POINT 

16 

POINT 

17 

POINT 

18 
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車の利用者には、車を運転しなくなった後の姿を 
イメージしてもらうこと 
 
●多くの計画は 20～30 年先を見据えた

ものです。一方で、参加する方には、

現在、車を利用していて、公共交通を

普段利用していない方も大勢いらっ

しゃいます。 

●そのような方については、車の運転を

「やめた」もしくは「できなくなった」

後の将来の自分をイメージしてもら

い、問題・課題を共有してもらうこと

が必要です。 

 

 

図：高齢者の交通事故対策に関する説明［富山県魚津市］ 

 

 
 
 
 
 
現状の問題点から課題を簡潔に整理 
 
●「課題をまとめること」は、様々な切り口から洗い出した問題点について、具体的な実施計画

を立案することで、解決すべき点を整理することです。 

●課題は、できるだけ簡潔に整理することで、実施計画のねらいや方向性をより明確に伝えるこ

とができます。 

●問題点と課題を関連づけて、論理的に展開した方が、住民にとって分かりやすくなります。問

題点から課題への流れ・関係を、対応表や模式図などで示す方法も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：課題の整理の例［新潟県魚沼市］ 

 

 
地域住民としての目線から課題を整理すること 
 
●なぜそれが課題といえるのか、常に地域住民としての目線で考えることが必要です。 

●生活に具体的にどのように関わるのかという切り口から、分かりやすく説明することが重要で

す。 

POINT 

19 

POINT 

20 

「課題」をまとめる際のツボ 

POINT 

21 

 
６ つの課題 
①公共交通利用に対する意識の向上 
②ニーズに対応し た公共交通の見直し  
③サービ ス不均衡の是正 
④多様な移動手段の連携強化 
⑤公共交通利用環境の改善 
⑥持続可能な公共交通体系の確立 

市の特徴 

現状の問題点 

計画 社会情勢・ 環境
の変化 
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実施計画が目指す全体像を掴んでもらうこと 
 
●実施計画には多くの施策が含まれていますが、地域や集落のおかれている課題のほか、出席者

の個人的な関心事に応じて、特定の施策に議論が集中する場合があります。 

●まずは、実施計画が目指す姿や全体像(公共交通ネットワーク図など)をつかんでもらい、包括

的に議論を進めるよう心がける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

※五泉市説明会配布資料１ｐめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：計画の全体像を 1枚で要約した説明資料［新潟県五泉市］ 

 
取組みの目的を明確にすること 
 
●地域住民のニーズは多岐にわたっており、それらすべてを網羅することは極めて難しいものが

あります。 

●誰（通学で利用する方、通院で利用する方など）を対象とした施策なのか、目的や対象（ター

ゲット）をしっかり明確に伝えることが必要です。それにより、反映することの難しい意見と

の調整を円滑に進めることもできます。 

 

 
関係主体の役割分担を明確にすること 
 
●各取組みの実行主体（住民、交通事業者、行政等）について、できるだけ明確に伝えることが

必要です。 

●特に、公共交通を維持していくためには、主たる利用者である地域住民の積極的な関与が求め

られます。各取組みについて、地域住民の皆さんに「主体的に」行動していただけるよう、お

願いしたい役割について具体的に伝えることが必要です。 

POINT 

22 

「方針・取組み」をまとめる際のツボ 

POINT 

23 

POINT 

24 
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目標（評価基準）を明確にすること 
 
●目的や対象（ターゲット）に応じて、国庫補助金や市税などの公費を投じて具体的な取組みを

実施する場合には、当該目的ごとに上げた成果を対外的に示す必要があります。そのため、政

策目的に応じた目標の設定と、目標の達成度を測るための指標の設定を行うことが不可欠とな

ります。 

●特に公共交通の分野では、1 便あたりの利用者が 10 人乗れば「成功」であるとか、収支率が

「25％」を超えていれば問題ないといった、全国に共通した判断の基準は存在せず、実証運行

等の良し悪しそのものを決める「評価のものさし作り」自体が、各地域の協議会の判断に委ね

られているのが現状です。 

●目標については、「高齢者の外出頻度の増加率」や「利用者満足度」など、目的に照らし、政

策効果の面から設定することが望まれます。また、持続可能性の点から、「行政支出の抑制に

向けた収支率」、「利用者 1 人あたりの行政経費」等の目標を設定することも有益です。なお、

目標の設定にあたっては、事業の効果を分かりやすく示す評価指標となるように、あらかじめ

関係者間で議論を行うように促すことが求められます。 

●なお、地域公共交通の維持には、地域住民の協力（利用）が不可欠であり、一利用者としての

立場から本当に必要なのか否かを考えていただくこととなります。その意味で、目標が仮に達

成できなければ「取組みは継続しない」または「再度見直しを行う」という姿勢をあらかじめ

明確にしておくことも必要であると考えます。 

 

【表．政策効果の切り口による評価指標の例】 

 

POINT 

25 

「実施計画」をまとめる際のツボ 

定義例 計測方法（ イ メ ージ）

高齢者等の外出回数が増え

た人の割合

該当路線の沿線住民(高齢者） の外

出回数の変化

住民基本台帳等から 、 65歳以上を中質紙アンケート 調

査を実施。 利用実態を 確認。 集団ヒ アリ ングを実施し

確認する 方法も あり 。

高校生の公立高校へ通学で

き る 割合

該当地域における 高校生が、 域内の

公立高校に通学でき る 割合

名簿等から 、 対象者に対する アンケート 調査等によ り

確認。

当該路線の利用者に対する アンケート 調査によ り 、 満

足度を確認。

評価を行う には、 定期的な調査によ り 、 前回調査結果

と の比較や指標間の比較を行う 。

事業満足度
住民全体に対する バス 事業を満足と

思う 人の割合

住民向けアンケート 調査によ り 、 満足度・ 理解度を確

認。

税金投入の理解度
住民全体に対する バス 事業への税金

投入を了承する 人の割合

評価を行う には、 定期的な調査によ り 、 前回調査結果

と 比較。

特定施設への移動に不便を

感じ ている 人の割合

当該路線の沿線住民における 特定目

的施設へのアク セス 性について満足

と 回答する 人の割合

住民アンケート 調査によ り 、 当該路線によ る 特定目的

施設へのアク セス 性評価。 集落単位での集団ヒ アリ ン

グによ る 確認も 可能。

苦情発生件数 対象路線における 年間の発生件数 意見箱、 運行記録等から 確認。

特定性、 遅れ時間 ダイ ヤと の剥離時間 バス 停での計測。

安全性： 事故の発生件数

安全面に対する 住民意識の変化

CO2削減量 地球環境への負荷 定点での車種別交通量の数位から 計測など。

分担金・ 協賛金・ 広告実績
分担金・ 協賛金・ 広告等の金額・ 出

資者数と その推移
分担金・ 協賛金・ 広告等の協力実績から 確認。

バス 利用券の加盟店数・ 購

入配布実績

商店街数に占める 参画j加盟店数の

割合。 バス 利用券の購入枚数。
バス 利用券の販売実績から 確認。

資料： 国土交通省中部運輸局ホームページ

そ

の

他

事故発生率
年間の発生件数の確認。 アンケート 調査で「 ま ちを歩

いている 時の危険度」 で確認も 可能。

サ

ー

ビ

ス

対

象

面

満

足

度

サービス 満足度

利用者における 下記指標に対し て満

足と 思う 人の割合。 運行頻度、 ルー

ト 、 バス 停位置、 待機施設、 定時

性、 運転手の対応、 快適性、 運賃他

主な指標
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実施時期を明確にすること 
 
●様々な取組みを、いつからいつまで実施するのか、どのような順番で行うかについて、明確に

伝える必要があります。 

●地域住民の生活サイクルに応じ、最も効果的な実施時期についての情報を提供してもらい、調

整を図ることも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：「施策の実施主体とスケジュール」の説明方法［長野県長野市ほか］ 

 

 
デマンド交通を導入する場合は、利用方法を丁寧に説明 
 
●デマンド交通の場合、バスとの違いにおいて、利用方法を正しく理解していただくことが重要

です。 

●特に、バス利用に慣れている地域においては、運行開始後に、予約についての不満の声が多く

聞かれます。デマンド交通の利用方法については、できる限り丁寧に説明することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．デマンド交通についての説明資料［新潟県魚沼市］ 

POINT 

26 

POINT 

27 
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1 コマあたり 30 秒で説明できる情報量 
 
●１コマに情報を詰め込みすぎると、１コマにかける説明時間が長くなり、変化のない飽きやす

い説明に陥ります。また、本当に伝えたいことがぼやけ
．．．

て
．
しまいます。 

●１コマあたり長くても 30 秒以内で説明できる情報量に抑えて、リズム良くコマを切り替える

作り方が望ましいでしょう。 

 

 
文字を少なく、図面を大きく 
 
●配付資料と同様に、文字を少なくするとともに、図面をできるだけ大きくすることが求められ

ます。 

●１コマの中に、図は２点以内に抑えましょう。細かな図が沢山あると、目移りしてしまいます。 

●ページが複数に及ぶ場合は、全体を通じて統一感を持たせたイメージでの作成を心掛けましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．パワーポイントによる説明資料のイメージ［左：新潟県村上市、右：同五泉市］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．スクリーンを用いた説明［新潟県五泉市］ 

 

スクリーンを用いた説明資料づくりのツボ 

POINT 

28 

POINT 

29 



３．説明開催時のツボ 

 13

 
 
 
 
 
 
 
 
配布資料の部数は多めに用意 
 
●住民説明会に参加できなかった人や、地域外の利用者もいることを考え、資料は、想定される

出席者数よりも多めに用意しましょう。 

●欠席者への資料配布が必要な場合は、自治会長さんに配布をお願いできる場合もあります。 

●なお、資料の配付については、説明会会場において配布する他、役所や公民館、交通施設（鉄

道駅、バスターミナル等）などでの取置きをお願いする方法も考えられます。 

 

 
スクリーンを用いて説明をする場合は、表示する資料も配布すること 
 
●大きなスクリーンで説明するだけでは見にくい、または、記憶に残りにくいといった問題があ

ります。 

●ついては、映し出している資料を印刷の上、配布する必要があります。ただし、A4 に２コマ～

４コマで縮小する、白黒で印刷するなどの省略化も検討してよいでしょう。 

 

 
会場が小さくてもマイクを用意 
 
●出席者は、高齢者の割合が多くなることが予想されます。会場の規模にかかわらず、マイクと

スピーカーを用意し、できるだけ聞きやすい環境をつくることも重要です。 

●なお、マイクとスピーカーを用意することは、音声記録を行う観点から有効です。 

 

 
住民の意見は漏れなく記録 
 
●IC レコーダーなどの録音機を活用するなどして、住民の意見を漏れ無く記録しましょう。スタ

ッフに余裕がある場合は、議事を速記する形でも構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：スクリーンの縮小版資料（左）、小会場でマイクを用いた説明（右）［新潟県五泉市］ 

当日必要な資料、器材等 

3 説明会開催時のツボ 

POINT 

30 

POINT 

31 

POINT 

32 

POINT 

33 
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説明会の写真を撮影 
 
●説明会を実施している様子については、今後の広報や説明資料作成時に必要となりますので、

写真を撮影しておきましょう。 

●その際、説明会開始前に、撮影することを口頭で伝えるとともに、広報に活用するものについ

ては参加者の後ろから撮影するなど、参加者のプライバシーに配慮しましょう。 

 

 
配布資料の他に、参加者用の筆記用具や記入シートも用意 
 
●できるだけ多くの方のご意見を伺うため、説明資料のほかに、筆記用具（鉛筆など）と意見記

入シートなどを用意し、参加者にお渡しした方がよいでしょう。 

●その場合、説明会の最後に記入する時間を設けるとなお良いでしょう。 

 

 
大きくて分かりやすい図面の掲示 
 
●説明や意見交換（質疑応答）時には、対象地区内の具体的な場所や範囲について確認する場面

も出てきます。対象地区を示した大判図があると便利です。 

●大判図は、A1 サイズ以上で、現況のバス網やバス停の位置等を記載しておくとなお使いやすい

でしょう。特定の施策を説明する際は、それらの情報を記載しておくとよいでしょう。 

●なお、用意する枚数は、会場の大きさを考慮して決定しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：現況の公共交通ネットワーク説明図［新潟県五泉市］ 

 

 

H21.10.1現在
　五泉市バス系統網

馬下保養センター

馬下駅前

五泉営業所

郷屋川2丁目

五泉高校前

下条

窪田団地

丸田

橋田

能代

木越小学校跡

村松駅

千原中名沢

牧

村松高校

別所

安出

山谷

香ヶ見

蛭野

慈光寺

川内

暮坪

小面谷

田川内

高松入口

上大蒲原

刈羽

本町2丁目

三本木

赤羽 猿和田

高石

愛宕原

寺沢

五泉駅前

村松小学校前

中野橋

大蒲原小学校前

市役所前①橋田線

②馬下線

③保田線

④大関線

⑤川内線

⑥五泉線 ⑦木越線

⑧刈羽線

⑪香ヶ見線

至　新潟市

阿賀野市

加茂市

至　加茂市

南部郷病院

⑨加茂線

⑩高松入口循環線

原 ⑫戸倉線

東本町

安田IC

今泉

⑬五泉・村松～新潟線

POINT 

34 

POINT 

35

POINT 

36 
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まず説明会の目的を明確に伝えること 
 
●まずは、説明会の目的を参加者に伝え、説明会の趣旨（見直しを行うための会なのか、決定事

項の連絡会なのか等）について、参加者の皆さんに共有していただきましょう。 

●説明会の第１回目では、次回以降の説明会の開催時期や開催回数について明らかにする必要が

あります。 

 

 
自己紹介は全員が行うこと 
 
●次に、事務局側の出席者一人ひとりの自己紹介を行いましょう。 

●コンサルタントが同席している場合は、同時に挨拶させ、存在を明らかにしておいた方がよい

でしょう。 

 
 
終了時刻はできるだけ厳守 
 
●お互い、限られた時間を割いています。あらかじめ会議の終了時刻を伝え、その時間内に終え

るようにしましょう。 

●質問や意見が長くなりそうな方がいる場合は、会議終了後に個別に話を聞くなどの対応を図り、

会の円滑な運営に協力してもらいましょう。 

 

 
複数人で役割を分担 
 
●説明会を円滑に進行するため、一人で行うより、進行・資料説明・質問の応答など、複数人で

役割を分担することが望ましいでしょう。 

 

【表．説明会の基本的な進行内容】 

議事項目 配慮事項など 

1．開会 ・主催者のあいさつ。 

2．出席者紹介 ・主催者側（事務局）の紹介。自己紹介がよい。 

3．会の進め方の確認 ・本日の進め方、議題の確認。会の終了時刻を明確に伝える。 

4．資料説明 ・議題について配布資料、スクリーンなどを用いて説明。で

きるだけ手短かにする。 

5．意見交換 ・出席者との意見交換。あらかじめ時間が限られていること

を伝え、会の円滑な運営へのご協力をお願いする。 

6．その他 ・意見記入シートへの記入など 

7．閉会 ・主催者のあいさつ。 

8．終了後対応 ・5での状況を踏まえ、必要に応じて個別に意見を聴取する。 

  ※議題が複数ある場合は、4と 5を繰り返す方法もある。 

 

POINT 

37 

進行時の配慮 

POINT 

38

POINT 

39 

POINT 

40 



３．説明開催時のツボ 
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ゆっくりと丁寧に説明 
 
●限られた時間内で多くの情報を説明しようとすると早口になりがちです。聞き手が十分理解で

きずに、形だけの会議になる恐れもあります。 

●特に説明したいポイントをできるだけ絞り込んでおき、そこを丁寧に説明するように心がける

必要があります。 

 

 
一度の説明は、長くても２０分程度 
 
●長時間の説明は、聞き手にとって苦痛になるとともに、内容を十分に理解できなくなるおそれ

があります。 

●説明は２０分程度で区切り、こまめに意見交換を挟むなどの工夫が望ましいでしょう。 

 

 
どの担当でも同じ説明・回答ができるようにすること 
 
●説明会が複数の場所で行われる場合、すべての説明

会を同じ担当者が対応することは現実的に困難で

す。 

●そうした際に、説明する担当者によって、説明内容

（ニュアンスなど含む）に差が生じると、地域によ

って異なった理解を与えることになりかねません。 

●説明の公平性を担保するために、基本的な説明のシ

ナリオ（セリフ）や想定問答を準備することが必要

です。 

 

 

 

 

 

 

 
意見の反映が難しい場合は、その理由をしっかり説明 
 
●説明会を実施した結果として、地域の意見すべてを集約した案を見いだせれば良いのですが、

説明会において、地域住民の皆さんから、賛成・反対などさまざまな意見が出る場合がありま

す。 

●そうした場合は、反映することが難しい意見については、しっかりとその理由を説明し理解し

ていただけるように心がけることが重要です。 

 

POINT 

41 

説明時のツボ 

POINT 

42 

POINT 

43 

POINT 

44 



３．説明開催時のツボ 
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できるだけアットホームな雰囲気づくりに心がける 
 
●説明会をできるだけ小さいエリアで実施することや、下の写真のように、説明者と参加者の目

線が同じ高さとなるように会場を設営するなど、アットホームな雰囲気づくりも重要です。 

●事務的な雰囲気で実施すると、一方的な説明で終わってしまうとともに、参加者にとっても自

由に意見を出しにくい雰囲気となってしまいます。配席の方法も工夫するとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：住民との距離感に配慮した配置［新潟県村上市］ 写真：地元保育園を会場に利用［新潟県五泉市］ 
 
 
自治会長の方等に最初のご発言をお願いする 
 
●誰か一人が話し始めると、それを呼び水にしてたくさんの意見が出ますが、意見が出るのをた

だ待っているだけでは、なかなか意見の出ない場合もあります。そのような場合には、説明側

から自治会長の方等に最初のご発言をお願いする方法も考えられます。 

 

 
意見記入用紙への記入時間を設ける 
 
●住民の中には、大勢の前で話をすることに慣れて

いない方もいます。また、時間の制約から、意見

を出せない方の生じる場合もあります。 

●そこで、当日、別途用意する「意見記入シート」

などへの記入時間を５～１０分程度設けるなど、

発言できなかった人への配慮も必要です。 

 

 

 

 

図：意見記入シートのイメージ 

POINT 

45 

意見を引き出すためのツボ 

POINT 

46 

POINT 

47 
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説明会終了後に、話しかけることも重要 
 
●限られた時間の中では、意見が十分に出ない場合や、発言できなかった方もいらっしゃると思

われます。 

●説明会終了後に、発言していなかった人など、できるだけ多くの方に話しかけ、意見を伺うの

もよいでしょう。 

 

 
後日、意見を出すという方に配慮し、連絡窓口を明確にすること 
 
●後日、意見を出すという方に配慮し、説明会で配布する資料や記入シートなどに連絡窓口（担

当者、電話番号、FAX、電子メール等）を提示することが必要です。 

 

 

 
 
 
 
 
説明側は最低でも３人以上。ただし、多すぎても良くありません 
 
●住民説明会では、準備や説明、記録など多くの作業をこなす必要があります。よって、効率よ

く会を進めるためにも、行政担当者が一人で対応することは避けましょう。 

●ただし、あまりにも大勢では好ましくありません。必要最小限のスタッフで対応しましょう。 

●なお、福祉や教育など関係課からの参加も必要な場合は、それも考慮した人員にしましょう。 

 

 

POINT 

48 

POINT 

49 

POINT 

50 

実施体制づくり（人数、メンバーなど） 



 

 19

 
１．住民説明会計画上のツボ 
 
説明会の計画立案  
□ 1. 説明会の実施期間は、交通事業者の準備期間に配慮し決

定すること 
□ 2. 説明会開催日時は、利用者に応じて設定 
□ 3. 会場は最寄りの使い慣れた施設を選定 
□ 4. 地域のリーダーに事前に伺いをたてる 
 
開催案内  
□ 5. 開催案内は、自治会などのコミュニティ組織などの活用

が有効 
 
 
２．説明資料作成時のツボ 
 
説明資料作成の基本  
□ 6. 説明のシナリオをしっかり検討 
□ 7. 専門用語や難しい言葉は避けること 
□ 8. 文章でなく箇条書きで簡潔にすること 
□ 9. 文字の大きさとフォントでメリハリをつけること 
□ 10. 図(図、写真、絵、グラフ)を入れ、視覚的に分かりやす

くすること  
□ 11. 色は使いすぎないこと 
□ 12. 具体的な事例やイメージを明示して分かりやすくする

こと 
□ 13. 配布資料のボリュームはできるだけおさえること 
□ 14. 検討スケジュールを明確にすること 
 
「現状」をまとめる際のツボ  
□ 15. まずは一人ひとりに考えてもらうことから 
□ 16. 数値や指標など、客観的なデータで説明 
□ 17. 他の地域・自治体との比較 
□ 18. 地域の問題だけでなく、社会情勢も合わせて説明 
□ 19. 車の利用者には、車を運転しなくなった後の姿をイメ

ージしてもらうこと 
 
「課題」をまとめる際のツボ  
□ 20. 現状の問題点から課題を簡潔に整理 
□ 21. 地域住民としての目線から課題を整理すること 
 
「方針・取り組み」をまとめる際のツボ  
□ 22. 実施計画が目指す全体像をつかんでもらうこと 
□ 23. 取組みの目的を明確にすること 
□ 24. 関係主体の役割分担を明確にすること 
 
「実施計画」をまとめる際のツボ  
□ 25. 目標（評価基準）を明確にすること 
□ 26. 実施時期を明確にすること 
□ 27. デマンド交通を導入する場合は、利用方法を丁寧に説

明 

 
 
スクリーンを用いた説明資料づくりのツボ  
□ 28. 1コマあたり 30秒で説明できる情報量 
□ 29. 文字を少なく、図面を大きく 
 
 
３．説明会開催時のツボ 
 
当日必要な資料、器材等  
□ 30. 配布資料の部数は多めに用意 
□ 31. スクリーンを用いて説明をする場合は、表示する資料

も配布すること 
□ 32. 会場が小さくてもマイクを用意 
□ 33. 住民の意見は漏れなく記録 
□ 34. 説明会の写真を撮影 
□ 35. 配布資料の他に、参加者用の筆記用具や記入シートも

用意 
□ 36. 大きくて分かりやすい図面の掲示 
 
進行時の配慮  
□ 37. まず説明会の目的を明確に伝えること 
□ 38. 自己紹介は全員が行うこと 
□ 39. 終了時刻はできるだけ厳守 
□ 40. 複数人で役割を分担 
 
説明時のツボ  
□ 41. ゆっくりと丁寧に説明 
□ 42. 一度の説明は、長くても２０分程度 
□ 43. どの担当でも同じ説明・回答ができるようにすること 
□ 44. 意見の反映が難しい場合は、その理由をしっかり説明 
 
意見を引き出すためのツボ  
□ 45. できるだけアットホームな雰囲気づくりに心がける 
□ 46. あらかじめ自治会長さんなどへお願い 
□ 47. 意見記入用紙への記入時間を設ける 
□ 48. 説明会終了後に、話しかけることも重要 
□ 49. 後日、意見を出すという方に配慮し、連絡窓口を明確

にすること 
 
実施体制づくり（人数、メンバーなど）  
□ 50. 説明側は最低でも３人以上。ただし、多すぎても良く

ありません 
 

住民説明会ポイントチェックシート 

達成ポイント         ／50 



 

 

 

 

 

 

 

公共交通に関する基礎資料 
 

 



ア）主な公共交通の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄   道 

路線バス 

コミュニティバス 

乗合タクシー 

バス 

タクシー 

デマンド型交通 

公
共
交
通 

●レール（軌道）上を走る乗り物。 
●JR、新幹線、私鉄など 

●定期運行し、車両は需要に合わせて様々な形態があ
る。 

●バス事業者が主体で運行 

●定期運行するが、路線バスに比べ路線が短く地域を
丁寧に巡回するため、比較的小回りが効く車両を使
用するケースが多い。 

●自治体や地域が主体で運行。地域住民が自ら運行す
る場合もある。 

●定期運行で、ジャンボタクシーなど比較的小さい車
両を使用することが多い。 

●自治体や地域が主体となって、タクシー事業者へ委
託するケースが多い。 

●あらかじめ電話などで予約して利用する交通。 
●ダイヤ、時間やルートが柔軟で、目的地や経路は利

用者の希望に応じるもの。【デマンド型運行】 
●車両は 4～10 人乗りのタクシー車両を使用するこ

とが多い。 
●自治体や地域が主体となって、タクシー事業者へ委

託するケースが多い。 

※上記内容は、各公共交通の主な特徴であり、これらによって分類・
定義されるものではございません。ご注意ください。 

[凡例] 小需要で狭い道路などでも
小回りがきく公共交通 

デマンド型運行 

定時定路線型運行 



イ）主な公共交通の特徴比較 

 利   点 欠   点 

路線バス 
○通勤・通学利用時など、一度に大勢を輸送する

ことができる。 

●車両が大きく街なかや集落内に入れないため、

バス停が遠くになる場合がある。 

●車両が大きいぶんだけ、経費がかかる。 

コミュニティ

バス 

○路線バスよりも小さい車両を使うことで、バス

停を自宅や施設により近づけることができる。 

○地域や自治体が運行主体となることで、「積極的

に利用しよう」という機運は高まる。 

●小さめのバスを新たに購入する必要がある。 

●小さい車両を使うと、混雑時に一度に乗車でき

なくなる場合がある。 

●地域主体の運行は、経路やダイヤなど、様々な

声を調整する必要がある。 

乗合タクシー 

○車両が小さいため、お年寄りでも乗り降りは辛

くない。 

○車両が小さいため、狭い道路でも路線として設

定可能。 

●車両が小さいため、利用者が多い場合、乗れな

い場合がある。または早急に別車両を手配する

必要がある。 

●地域主体の運行は、経路やダイヤなど、様々な

声を調整する必要がある。 

デマンド型交

通 

○自宅前から目的地前まで乗り降りが可能。（バス

停まで歩く必要なし） 

○タクシー会社が委託運行する場合、日中の空き

車両を有効活用できる。 

●電話予約による利用に慣れる必要がある 

●予約が集中すると、運行する側は配車の手続き

が大変。 

※上記表で掲載した内容は主なものです。この他、運行ケースによって様々な利点・欠点が考えられます。

デマンド型運行 

定時定路線型運行 



ウ）公共交通運行に係る経費 

◆車両の規模と購入費用 

車両 内 容 価 格 

大型バス 全長 9m 以上または定

員 50 人以上 

1,500～3,000 万円/台 

中型バス 大型・小型バスにあては

まらないもの 

小型バス 全長 7m 以下でかつ定

員 29 人以下 

1,400～2,000 万円/台 

ジャンボ 

タクシー 

10 人乗りの普通自動車 200～400 万円/台 

セダン型 

タクシー 

5 人乗りの普通自動車 

※価格は目安であり、ノンステップ機能や料金表、料金徴収システ

ム、音声機械、障害者補助用器具は、別途費用がかかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆バス運行経費の目安 

項目 内 容 
車両１台が1km走
行した場合の費用 
（北陸ブロック） 

人件費 ●従業員の給料など 約１９５円 

燃料油脂費 
●車両の燃料やオイルなどに係る費

用 
約２９円 

車両修繕費 ●車検の費用や修理費など 約２８円 

車両償却費 ●車両に係る固定資産税など 約２１円 

利子 ●運営資金の借り入れに係る利子 約４円 

諸経費 
●バス停維持費や営業所の維持管理

費など 
約７２円 

計  約３５０円 

資料）バス月報 №633（H22.10.20）（社団法人日本バス協会） 

※あくまでバス車両を活用した事例であり、タクシー事業者への委託の場

合は異なる。 

 

人件費

56%

燃料油脂費

8%

車両修繕費

8%

車両償却費

6%

利子

1%

諸経費

21%

＜大型バス＞ 

＜ジャンボタクシー＞ ＜セダン型タクシー＞ 

＜小型バス＞ 


